
ま
ず
事
務
局
か
ら
申
請
の

あ
っ
た
4
つ
の
事
業
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
た
あ
と
、

審
議
に
は
い
り
ま
し
た
。
各

団
体
の
申
請
内
容
は
二
面
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

｢

ご
近
所
の
お
宝
探
検
隊｣

の
申
請
事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
の
支
援
が
、
既

に
活
動
し
て
い
る
事
業
に
対

し
て
の
発
展
的
な
支
援
と
し

て
捕
ら
え
る
な
ら
、｢

現
時

点
で
の
申
請
内
容
は
、
初
歩

の
段
階
で
あ
り
、
行
政
と
の

連
携
と
か
団
体
の
土
台
作
り

を
す
る
こ
と
が
先
決
で
は
な

い
か
。
」
と
い
う
点
が
課
題

と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
「
離
島
で
の
活
動
と

い
う
点
で
、
交
通
費
な
ど
の

資
金
的
な
負
担
が
大
き
く
、

活
動
が
進
ま
な
い
原
因
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に

多
い
」
「
沖
地
の
会
員
に
は
、

組
織
的
な
土
台
が
確
立
で
き

て
い
な
い
団
体
も
少
な
く
な

く
、
そ
れ
を
支
援
す
る
こ
と

も
『
連
携
支
援
事
業
』
と
し

て
意
味
の
有
る
事
で
は
な
い

か
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

「
久
高
島
振
興
会
」

の
申
請
事
業
に
つ
い
て

「
調
査
が
メ
イ
ン
の
事
業

で
あ
り
、
内
容
的
に
は
優
れ

て
い
て
、
沖
地
ネ
ッ
ト
の
助

成
で
は
な
く
、
行
政
と
の
協

働
な
ど
と
い
っ
た
働
き
か
け

を
す
る
事
で
、
さ
ら
に
大
き

な
事
業
と
し
て
成
果
が
期
待

で
き
る
の
で
は
」
と
い
っ
た

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
豊
見
城
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

の
申
請
事
業
に
つ
い
て

「
組
織
が
し
っ
か
り
で
き

て
お
り
、
事
業
の
レ
ベ
ル
も

高
い
。
支
援
に
よ
っ
て
確
実

に
成
果
が
上
が
る
と
見
込
ま

れ
る
」
「
関
係
す
る
他
の
市

民
団
体
と
沖
地
の
会
員
団
体

と
の
連
携
を
作
り
出
し
た
い

と
い
う
意
図
も
評
価
で
き
る
」

と
言
う
内
容
で
し
た
が
、
希

望
す
る
支
援
の
内
容
が
、
勉

強
会
へ
の
講
師
招
聘
の
費
用

が
主
な
申
請
な
の
で
「
連
携

型
支
援
事
業
で
は
な
く
、
全

国
協
議
会
の
助
成
金
を
活
用

す
る
ほ
う
が
よ
り
資
金
的
に

も
効
果
が
出
る
の
で
は
」
と

の
意
見
が
で
ま
し
た
。
事
務

局
と
の
連
携
で
全
国
協
議
会

へ
の
申
請
を
進
め
る
方
向
で

一
致
し
ま
し
た
。

「
伊
計
島
の
11
班
」

の
申
請
事
業
に
つ
い
て

昨
年
の
「
シ
マ
お
こ
し
研

修
交
流
会
」
か
ら
独
自
で
の

活
動
を
継
続
的
に
発
展
さ
せ

る
事
業
内
容
で
あ
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
の

成
果
が
出
始
め
て
い
る
団
体

を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
よ

り
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
も

『
連
携
支
援
事
業
』
の
目
的

に
合
致
す
る
と
の
意
見
が
出

ま
し
た
。

採
択
は
投
票
で

今
回
の
審
査
会
で
は
、
発

展
性
、
継
続
性
、
新
規
性
、

問
題
点
な
ど
多
く
の
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
会
一

致
で
二
箇
所
に
絞
る
こ
と
が

で
き
ず
、
最
終
的
に
は
運
営

委
員
の
挙
手
に
よ
る
投
票
で

｢

ご
近
所
の
お
宝
探
検
隊｣

と

「
伊
計
島
の
11
班
」
を
今
年

度
の
助
成
対
象
と
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

選
考
方
法
等
に
つ
い
て

な
お
選
定
の
方
法
に
つ
い

て
、
「
沖
地
の
会
員
以
外
に

も
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
は
多
数
あ
り
、

沖
地
ネ
ッ
ト
の
組
織
的
拡
大

を
図
る
た
め
に
も
、
こ
の
連

携
支
援
を
通
し
て
、
『
地
域

づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な

事
業
に
対
し
、
よ
り
重
点
的

に
支
援
す
る
べ
き
」
と
い
う
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No.0１０

海のつぶやき：その９

波のまにまに行ったり来たり…ナミノコガイ

本島東海岸の砂浜。波打ち際に小さな貝が顔を出します。波が引くと砂の上

にぴょこんと出て、次の寄せ波に乗って砂の上を滑ります。波間に遊ぶ子ど

ものように、波打ち際を行ったり来たりの波乗り貝。砂の上に止まった途端、

ササッと砂に潜る素早さ。台風で海が荒れても、しばらくするとちゃんと砂

浜に戻っているから不思議です。 （文・写真：鹿谷麻夕）

連

携

型

支

援

事

業

助

成

先

決

定
！

今
年
度
か
ら
新
し
く
設
定
さ
れ
た
、
『
連
携
型
支
援
事

業
』
の
取
り
組
み
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

先
日
の
沖
地
ネ
ッ
ト
総
会
で
の
承
認
を
承
け
て
募
集
を

し
た
と
こ
ろ
、
四
つ
の
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
応
募
す
る
側
に
も
、
審

査
す
る
側
に
も
い
ろ
い
ろ
と
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
意

味
も
込
め
て
、
七
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会

で
の
審
議
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
。

｢

㈱
福
木
屋
と
な
き｣

島
お
こ
し
会
社
「
㈱
福

木
屋
と
な
き
」
は
、
こ
れ
ら

の
理
念
に
基
づ
き
、
島
の
伝

統
や
景
観
の
保
全
と
活
用
、

農
業
や
漁
業
を
有
機
的
に
結

び
付
け
、
環
境
に
配
慮
し
た

村
民
ぐ
る
み
の
観
光
産
業
を

興
す
事
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
。キ

ー
ワ
ー
ド
そ
の
一

昔
沖
縄
を
現
在
に
活
か
す

空
き
家
に
な
っ
て
い
た

赤
瓦
屋
根
の
ム
ラ
ヤ
ー
（
古

民
家
）
を
修
復
し
、
ト
イ
レ

や
お
風
呂
な
ど
の
設
備
を
整

備
し
て
、
訪
問
者
が
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
な
宿
泊
施
設

と
し
た
。
一
度
に
六
〜
八
人

が
宿
泊
出
来
る
こ
の
施
設
は
、

使
い
勝
手
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
風
だ
が
、
赤
瓦
が
自
己
主

張
せ
ず
に
集
落
の
雰
囲
気
に

溶
け
込
ん
で
い
て
、
ど
こ
か

お
じ
い
お
ば
あ
の
家
に
帰
っ

て
き
た
よ
う
な
気
分
に
さ
せ

る
。
食
事
も
、
同
じ
く
修
復

さ
れ
た
ム
ラ
ヤ
ー
が
食
堂
と

な
り
、
集
落
全
体
が
一
種
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
演

出
に
な
っ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
そ
の
二

環
境
に
優
し
い
交
通
手
段

集
落
内
を
散
策
す
る
交

通
手
段
に
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー

カ
ー
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

が
採
用
さ
れ
、
自
然
と
環
境

を
守
る
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
は
一
人
乗

り
で
、
自
動
車
の
普
通
免
許

が
必
要
に
な
る
が
、
小
さ
く

て
小
回
り
が
良
く
効
く
の
で

渡
名
喜
島
の
よ
う
に
集
落
の

道
路
が
狭
い
場
所
で
は
楽
に

扱
え
、
し
か
も
パ
ワ
フ
ル
で
、

景
観
の
良
い
島
の
南
部
の
高

台
ま
で
ス
ト
レ
ス
無
く
登
っ

て
行
け
る
。
お
ま
け
に
、
こ

の
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
な

ん
と
な
く
自
分
自
身
が
「
環

境
に
や
さ
し
い
事
」
を
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
て
、

と
て
も
気
分
が
良
く
な
る
の

で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
そ
の
三

島
の
伝
統
を
生
か
す

「
㈱
福
木
島
と
な
き
」
は

現
在
、
観
光
コ
ー
ス
の
開
発

や
島
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
に
取
り
組
み
、
観
光

ソ
フ
ト
の
開
発
を
急
い
で
い

る
。
集
落
散
策
や
島
の
周
遊

コ
ー
ス
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
釣

り
ツ
ア
ー
な
ど
の
通
常
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
加
え
、
全
国
的
に

も
有
名
な
毎
週
三
日
の
「
朝

起
き
会
の
掃
き
掃
除
」
の
体

験
や
、
地
元
住
民
が
行
う

「
水
上
運
動
会
」
、
ハ
ー
リ
ー

や
カ
シ
キ
ー
（
綱
引
き
）
な

ど
、
も
と
も
と
島
に
伝
わ
る

伝
統
行
事
や
習
慣
な
ど
を
渡

名
喜
島
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
構
想
の
よ

う
だ
。
是
非
実
現
し
て
ほ
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
那

覇
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
二
時
間
、

手
つ
か
ず
の
自
然
や
風
景
を

残
す
渡
名
喜
島
。
他
の
市
町

村
に
は
無
い
そ
の
村
並
み
や

残
さ
れ
た
自
然
を
生
か
し
、

「
昔
な
が
ら
の
景
観
と
歴
史

に
溶
け
込
ん
だ
観
光
」
の
あ

り
方
を
模
索
し
て
い
る
渡
名

喜
島
。
今
後
の
動
向
が
楽
し

み
で
あ
る
。

な
お
、
「
渡
名
喜
島
で
の

ミ
ニ
研
修
交
流
会
を
九
月
十

五
日
〜
十
六
日
に

予
定
し

て
い
ま
す
。
内
容
が
決
ま
り

次
第
ま
た
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
是
非
参
加
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

（
沖
地
ネ
ッ
ト
事
務
局
長

親
川
善
一
）
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編集後記

連携型支援事業の審議では、しっかり考えたと思っていたこと

が意外と曖昧だったことに気づかされました。真摯な議論という
のは大切ですね。

一つお詫びです。今頃になって、この編集後記の隣に記載の事

務局の電話番号が間違っていることに気づきました。836-2905

であるべきものが 098-836-2902(誤）となっていました。申し訳

ありません。既刊の号を訂正していただければ幸いです。（ＨＵ）

発行

沖縄県地域づくりネットワーク

〒902-0073 那覇市上間338番地

TEL 098-836-2905 FAX 098-833-8552

イ ベ ン ト 情 報

ＮＰＯのための広報スキルアップセミナー

日 時：2007年9月8日（土）10:00～17:30

場 所：浦添市産業振興センター「結いの町」

沖地の会員は、参加費2,000円が半額の1,000円にな
ります。この機会に自分たちの団体をアピールする

技を磨きましょう。（詳細はチラシをご覧ください。）

新 会 員 紹 介

＊伊計島の11班･･･具志川「参水会」のメンバー数

名が伊計島のシマおこしに立ち上がりました。

＊うるま市立海の文化資料会友の会･･･昨年度のシ

マおこし研修交流会を契機に参加を決めました。

＊島尻体験ネットワーク･･･南城市で様々な物産に

取り組んでいる方々の団体です。



大
変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
選
定
に
当
た
っ

て
の
考
え
方
と
か
基
準
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
検
討
を
重

ね
て
よ
り
効
果
的
な
支
援
が

出
来
る
よ
う
に
改
善
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
定
に
も
れ
た
団
体

に
対
し
て
「
豊
見
城
ま
ち
づ

く
り
の
会
」
は
、
全
国
協
議

会
の
助
成
金
の
申
請
な
ら
び

に
関
連
す
る
沖
地
の
会
員
団

体
と
の
連
携
づ
く
り
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
、
「
久
高
島
振

興
会
」
に
つ
い
て
は
、
行
政

や
沖
地
の
関
連
団
体
へ
の
働

き
か
け
を
行
い
、
資
金
以
外

の
面
で
沖
地
ネ
ッ
ト
と
し
て

支
援
し
て
い
く
事
を
確
認
し

ま
し
た
。

☆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

活
用
し
よ
う
☆

沖
地
ネ
ッ
ト
は
、
お
金
の
面

で
は
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
強
力
で
す
。
活
動

の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
ら
、

ま
ず
、
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
働
き

か
け
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で

す
。
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ご近所のお宝探検隊（西表島） 久高島振興会

【支援をうけてやりたいこと】

生活排水による土壌や海（水質）の汚染の実態を地

域の人たちに知ってもらい、官民一緒になって大切

な生活環境を守るための行動を起こしていきたい。

【具体的には】
①講演会・勉強会等

②土壌・水質チェック体制の構築

③省エネ・環境保全型ライフサイクルの実践指導

【支援をうけてやりたいこと】

久高島には農作物の集荷・販売を行う組織がない

ため、農産物等による経済活性化に向けた大きな

可能性が眠ったままになっている。そこでまず、

島内農作物の生産状況の把握と本島への出荷に向

けての市場調査を行い、さらには商品開発を目指

したい。
【具体的には】

①島内農家戸別訪問による実態把握

②本島内市場調査、分析

③体制づくりへ向けての具体的プラン作成

伊計島の11班 （具志川「参水会」から分派） 豊見城まちづくりの会

【支援をうけてやりたいこと】

地域の資源を活用した活性化事業について勉強会

や研修を実施した結果、島内の協力者が徐々に増

えて来た。そこで、島に拠点を持ち、島の協力者

と島外の応援団をまとめる事務局の体制を整える

ことが急務となった。これまでの活動の成果を生
かしさらに発展させる活動の実践の中から事務局

の土台づくりを行っていきたい。

【具体的には】

①島内協力者の参加の場と連携づくりのための

勉強会

②島内外から人を集めてシンポジウム

【支援をうけてやりたいこと】

豊崎地区に予定されている総合運動公園のあり方

から沖縄観光の出入口としての豊見城市の観光事

業のあり方まで、「まちづくりの会」と他の各市

民団体とが連携して取り組んでいけるよう活動し

てきた結果、各種団体とのつながりが生まれてき
ている。そこで、次の段階として、具体的な行動

プログラムを構築する為の勉強会を行いたい。

【具体的には】

年度内４回の勉強会

地域活性化センターの助成事業について

沖地ネットの会員で地域づくり団体全国協議会へ登録している団体は地域活性化センターの助成を受け

ることができます。

①講師等派遣事業

研修会、講習会等 への講師招へいに係る謝金及び旅費の助成

②地域づくり活動支援事業

地域づくり誌やホームページの作成等についてのアドバイザー招へいに係る謝金及び旅費の助成

いずれも、講師等への謝金（10万円まで）と旅費（実費、10万円まで）のみに対する助成です。

実施の２ヶ月前までに申請しなければならないことと、一回助成を受けると翌年は受けられないという

制限がありますが、これらの点さえ押さえれば比較的取りやすい助成金です。申請は沖地ネット事務局

を通す必要がありますので、早めに相談してください。
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渡
名
喜
島

シマおこし

見聞録

渡名喜島は、もともと２つの島、現在の西森

と大岳から成り立っていたが、その二つの島と

島の間に砂が堆積しひとつの島になった。これ

は「トンボロ現象」（陸繋砂州）と言われてい
り く け い さ す

る。集落内の土地を掘ってみると５メートルほ

ど下まで砂地になっていて水はけが非常によい。

そのために家が道路よりも低く建てられても排

水に困らないのである。

逆に、水のたまらない田畑は稲作には向かず、

渡名喜島では水をあまり必要としない「モチキ

ビ」が昔から作られていた。現在ではその「モ

チキビ」が島の特産品として販売されている。

なお、渡名喜港から、西へ4キロの位置にあ

る「入砂島」は、現在米軍の射爆場として利用

されていている。

砂上の集落 渡名喜


